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人胎盤の組織化学的研究

　　金沢医科大学病理学教室（指導　石川教授）

助手　中　　井　　悪　　也
　　　　　　　1708痂ηα幅　エVα乃αδ

緒

　入胎盤に関する系統的な組織化学的検索を行

い，それら成績に基いて胎盤の各種組織細胞の

有する機能を新たに解釈したいと思う。

　そもそも組織化学的研究方法は，臓器組織の

機能検索上従来の生化学的方法に比し，格段の

精密確実なる知見を得るものとして，近時釜々

各方面より注目され急遽に進展しつつあり，吾

敏室においても，各種：物質¢）証明方法が着々創

案改良され，Amino酸，　Cytol物質，酵素等の

新証明方法が既に発表されてv、る．

　さて胎盤は周知の如く母胎両者の組織細胞よ

り成り，その機能については，胎見所要物質

の弓取，毒物，病原体等の侵入防止，胎児代

謝産物の排泄，或種：物質の合成等の外，更に

Hormon（向性腺，催乳等）分泌，或＼（は妊娠

申毒症との関係等頗る複雑なるものが認めら

れ，これら諸機能の主体をなすものは，胎見外

胚葉に属するTrophoblast細胞乃至絨毛上皮細

胞（ChoriOnep重the1）と考えられている．なお胞

駄鬼胎，悪性脹絡膜上皮腫は絨毛上皮の異常増

殖乃至腫瘍化したものとされ，その悪性度は特

に注目される所である．かくの如くTrophoblast

　言

細胞乃至絨毛上皮細胞は頗る複雑高度の機能を

有するものと解されているが，これらは主とし

て従来の基礎諸学並びに臨床的研究に基くもの

であって，その本態，機能或いは病理等につい

ては，今田なお不明の所が少なからず認められ

る。而して胎盤の組織化学的研究についても，

従来最も系統的詳細に追及されているものは，

Glykogen〔：Langhans（1890），，Driessen（1908），

Flesch（1911），安藤（1917）等〕，且旨肪類〔Kolster

（1903），Dacosta（1905），：Bondi（1911），語

尾（1917），山口（1929），倉地（1940）等〕，

：Phosphatase〔Dempsey’＆W丘slocki（1947）〕等；

二～三を数えるセこ過ぎなV・．

　そとで私は入胎盤に後述する如き各種物質の

検索を行い，従来既に明らかにされている，

Glykogen，脂肪等の知見も加えて，胎盤の各種

組織細胞の機能，或いはそれら物質の意義等に

ついて，新しく考察をして見ようと考えたので

ある．実験検1塾し：た物質は：蕊Tyrosfn，　Arginin，

Histldin，　CyStln　u．　Cystein，　Tryptophan，　CytoI

物質，：Lezithin，　R．N．A，　D．N．A．　CO2－Anhy－

drase，：Phosかhatase，　Ca，　Fe等；である．

実　験　成　績

実験材料；

実験に用いた入胎盤は出来るだけ妊娠各月にわた

り，且つ極めて新鮮なるものを蒐集することに努め

た．而して各種物質の検：索は同一・材料につき出来るだ
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け李行的に進め，租互比較検討に便ならしむるよ；うに

した．月別実験例数の一部を表示すると上表の通りで

ある，

　なお妊娠前牛期の胎盤は全部入工申絶手術によるも

の，末期のものは自然分娩によるものである．

　1．数種Amfno酸並びにCyto1物質
　実験方法5

　検索したAmino酸とその実験方法は次の通りであ

る．Tyrosin（大原・倉田法）1），　Arginin（大原・倉田

法）2），Histidin（大原・倉田法）3），　Cystin　u．　Cystein

（大原，倉田法）4），Tryptophan（Ehrlich）5＞法．なお

H：istidin，　Arginin，：Lysin等所謂塩基性アミノ酸の証

明方法としてTropeolin染色法6）を行いHistidinの

成績検討の資とした．Cyto1物質の証明は大原7）法に

よる・本物質は糖蛋白体を主とし，外にPolysaccharid

その他未知物質も含まれるようである・従ってGlyko・

genには反応強陽性に現われ，豊富に存在する場合

Zenker氏液等含水性固定液によっても，濃暗赤色密

粒として証明され，無水Alkoho1，　Carnoy氏固定液

によれぽ，殆んど全くGlykogen－Carmin染色の成績

と一致して陽性に現われる．この事実は同一材料に

：Best－Carmin染色を行い，叉唾液前処置を施した標本

にCyt・1反応を行う事により確認した・

　実験成績3

　胎盤組織細胞における上記Amino酸並びに

Cytol物質の分布は別表の通りであって，各物

質により夫々差異乃至特性が認められるが，注

目すべきはその間に明確な共通的分布特徴の見

られるととである．即ち：Fibrinoid物質（以下

Fibr．　M．）に最も反応出現濃度（以下軍に濃度

という）高く，Syncytium細胞（以下Syn．　Z．）

これに次雀，妊娠前門期のTrophoblast細胞

（以下Tyoph．　Z．），】」anghans氏細胞（以下

：Lang．　Z．），母胎血管壁，脱落膜細胞（以下

Decid。　Z．），等には常に中等度を示し，羊膜上

皮，絨毛間質には最も低い．但し蝕gininのみ

は分布傾向を異にし，Fibr・M．に低くむしろ

絨毛間質に高く，TryptophanはEhrlich氏法

によっては，反応極めて軽微乃至痕跡的で幽っ

て，分布の記載困難である．Glykogenには叉

特異の分布傾向あり，Fibr．　M．，Syn・Z・，赤

血球には陰性，：LaDg．　Z．，　Troph．　Z．，Decid・

別　表　胎盤組織細胞における各種：物質の分布概況
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Z・，に特に濃度高く基底板中のTroph．　Z．に

は妊娠末期においても濃厚なるものを見る．血

管壁，白血球絨毛間質には種々の程度に認めら

れ，・ヒの成績はDriessen　8）．安藤9）等の報告と

も概ね一・致してV・る．

　次に注目すべき点は妊娠経過と分布濃度の推

移であって，とれらAmino酸，　Cytol物質に

はSyn．　Z，1・ang．　Z．，．Troph．　Z。には一般に

妊娠後期期に濃度の低下が見られるに反し，

：Fibr．　M，胎児血管壁，絨毛間質には末期に至

るに従い濃度増配が認められる．但しCytol物

質においては，基底板中のTroph．　Z．に末期

に至るも濃度高きものあり，～これはGlykogen

の傾向とも一一致している．なおH：istidinの分

布とTropeolin染色成績とは殆んど杢く一致す

る結果を得た。従ってArginin，　Lysin等は存在

し且つ分布傾向を異にするとしても，H：istidin

に比し含有度が低いのではないかと考察され

る．：叉　Cystin　u・Cystein　は　Syncytialknospe

（Stieve　lo），楠元11、）に一般Syn．　Z．より分布

濃厚の成績を得た．

　II・Ribo核酸並びにDesoxy－rlbo核酸

　実験方法3

　Ribo　l核酸（以下：R・N・A・）はMethy1－gr甑一Pyronin

染色法12）13）により，Desoxyribo核酸（以下D・N．

A・）は：Feulgen　14）氏法（一部に大原法3）利用）によ

った・なおStein＆Gerarde　15）（1950）は組織培養片

における成畏細胞において，Methy1－grUn一：Pyromin　i染

色により，R・N・A・，D・N・A・を同時に三三し得る

と報告しているが，私の場合は固定液（Formalin液）

の関係（図法は無水Alkoho1，若しくはCarnoy氏液）

にて，D・N・A・の緑色旧染が不満足であったので，

別にFenlgen反応を行い両者を比較対照した．

　実験成績l

　R．N．　A．及びD．：N．　A．はその分布傾向常

に良く一致し，D．　N．　A．は叉Baematoxylin－

Eosin染色における細胞核の所見とも良く一致

を見る．分布濃度はSyn．　z．に最も高く，妊

娠前牟期ではTroph　Z，　Lang．　Z，これに次ぎ，

妊娠後牟期ではむしろ母胎白血球，胎見血管

壁，Decid．　Z。子宮粘膜腺上皮等に高く，絨毛

間腔には一般に最も濃度が低V・．赤血球，Fibr・

皿・には常に陰性であった．（別表参照）而し

てSyn．　Z．では所謂Syn．　K：110spe，若くは肥

厚部に濃厚に出現し，叉前述Amino酸等と異

なり，R．N．A．，D，斑A．は妊娠経過と共に次

第に濃度を増加し，柔期に至るも低下を認めな

い・胎兇血管壁，母胎肯血球にも妊娠経過と共

に漸増が見られるが，絨毛間質には増加傾向が

殆んど認められなN（．Troph．　Z．，　Lang．　Z．

にはその形態的変化に一致して妊娠後干には一

般に著しく濃度が低下する．但し基底門中の

Troph．　Z．には：Decid．　Z．子宮粘膜腺上皮と

同じくその位置，形態等より健常或いはそれに

近いと考えられるものに，末期においても濃度

の高いものを認めた．

　III．　］Lezithi11

　実験方法ラ

　Ackermann・森16）の方法による・なおGrossfeld1？）

法により精製したLezithinを極く薄く塗扶した標本

に本法を行い，著明に帯下黄色を呈することを確認

し，切片上の呈色をこれに比較対照した．

　なお材料はこの場合実験時期を異にしたため，II明

及びX月胎盤に限らざるを得なかった．

　実験成績3

　母胎赤血球に最：も濃厚に反応出現し，爾余の

諸細胞には格段に淡明となり，夫々相互間の差

異も僅少であるが，就中Fibr・M・に梢ミ濃厚

でSyn．　z．ヒれに二二，その他の諸細胞には

殆んど等差を付し難い．中山18）の定：量的実験成

績によれば，：Lezith｛n総量は母体血液には雪見

血液より多量に存在し，母血では血i漿中に多く

存し，二見血では赤血球に大部分存在すると述

べているが，私の成績からは両者間の差異は認

められな》・．

　IV．　CO2－Anhydrase

　実験方法3

　倉田19）第2法による．実験材料は　Amino酸，

Cyto1物質等のものと同一で，本実験のため別途に固

定を行った．：本法によると軟弱粗籟な組織細胞は室町

或いは不規則なる網目状を呈することあり，陽性反応

として黒褐色微細穎粒を認めるが組織細胞の識別困難
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なる場合があるので，私は0・05％Methylgriin水溶

液により極く軽く後染色を施し，更に同一材料の隣援

切片にHaemotoxylin－Eosin染色を施したものを対照

として確実を期した．

　実験成緬

　CO2－Anhydraseの反応陽性部位は特異的で母

胎赤血球及びSyn．　z．には常に証明され，特

に赤血球に著明である。爾余の細胞では，羊膜

上皮，基底昼中のTroph・Z・・Decid・Z二に妊

娠後膨期のみ少：量，或いは微：量に認められる．

（別表参照）’

　胎見赤血球におや・ては妊娠初期主として有核

赤血球の時期は，母体赤血球より濃度が低V・が

後甥御に入るとこの差異は消失する．而して出

現する黒褐色穎粒は粗大，大小不同を示し，少

数には・牛月～三日月歌を呈し血球の形に一致す

るものを見る，Syn・z．におv・ては妊娠後牛

僅かに濃度の増加する傾向を見るのみで，出現

する頴粒は赤血球と異なり常に微細である．

　V．’Phosphatase

　実験方法ラ　　　　　　　　　　，

　Phosphataseはその参与する代謝過程，作用する基

質，或いは至適pHにより種類も軍一ではない檬で

あるが，従来組織化学的に主として検索されている

ものはGlycero－phosphomonoesteraseに関するもので

あろう．従ってここにおいてはGlycero燐酸ソーダを

基質とするAlkali　Phosphstase（以下Alk－Phosoh・）

（高松20）氏法），隙ure：Phosphatase（以下S－phosph・）

（GOInori　21）氏法）の2種について検：擁することとし

た・なお実験に当ってはGlycero一燐酸ソーダを除いた

基質液を用い全例に対照実験を附加した．

　実験成績3

　1）．Alk－Phosphatase

　妊娠前牛期におV・て同一標本上にも反応出現

不均一の傾向が認められるが，後牟期に至ると

常に一様に現われる．分布の特徴は別表の通り

であって，Syn．　z．並びに絨毛間腔の母体血液

に最も高く，次V・でTroph．　Z．，　Flbr．　M．に

多く，基底板申の母体血管壁にも通常軽度に出

現する．瞥見血管壁では妊娠後削字陽性のもの

あり，叉胎見血液にも一部に陽性のものを見る

が一般には陰性である。：Lang．　Z．絨毛聞質，

Decid．　Z．子宮粘膜腺上皮，羊膜上皮には通常

陰性である．而してSyn・一K：nospe・乃至肥厚

部には一般部位より濃度高く，基底板中の

Troph．　Z．には末期に至るも集団的に比較的

濃度の高いものが認められる．：Fibr．　M．には

微細黒色特写1伏に現われ，時には斑状部分的の

ことあり，明らかに他部における色調，形態と

異なる．而してFibr．　M．には妊娠後押自然の

石壁沈着が屡々認められるが，対照と比較する

も：量的，位端的に明らかに相違し，沈着石持化

合物に基く反応と認めることは出来なV・．

　各種細胞における反応濃度は妊娠経過と共に

略ミ亭行的に増加を認め，SylL　Z．に：拾いても

Amino酸における如く減少を見ない．

　2）．S－Phosphatase．

　本実験における基質液浸漬時間はGomoriに

よるも臓器組織により一様でない．私の場合も

数回の実験検討により基質液浸漬11時間の場合

概ね満足すべき結果を得た．なお妊娠前牛期の

幼弱胎盤ではAlk．一phosph．の場合と同様，反

応出現不均一の傾向を認めπ．而して本法にお

ける硫化鉛の黒色乃至黒褐色沈着は頗る鋭敏で

濃淡の呼野に乏しく，張陽性部位では近接細胞

迄多少呈色反応も蒙るように思われる所見を認

めた．分布の特徴は別表の通りであって，Syn．

Z・に最も高し．Troph．　Z．（特に基底板中の

もの）にこれに次ぎ，：Fibr．　M．には梢ヒ低い。

母体赤血球には妊娠末期のものに痕跡的に分布

を認め，基底開申の母体血管壁，白血球には部

分的に陽1生のものを見るが，羊膜上皮，絨毛間

質等爾余の諸細胞には陰性である．：Fibr、　M：．

にはAlk－phosph・の場合と同じく微細穎粒状，

不定形1伏に出現し，崩卜したSyn．　Z．乃至

Troph・Z・の位置に略ぐ一致する如き像を呈

するヒともある．

　その他妊娠経過に件う濃度の推移も　Alk－

Phosph．に殆んど差異を見ない．　．

　VI．　Ca一並びに：Fe化合物

　1）．Ca化合物
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　実験方法は岡本21）骨法によった．胎盤におけ

る分布成績は赤血球，白血球並びに石友沈着部

に陽性であるが，爾余の諸細胞，特にSyn．

Z・，Troph．　Z．には：全く陰性の結果を得た．

血球においても妊娠後一期の母体赤血球に弱陽

性乃至陽性の程度で，胎免赤血球には～鳴れも同

程度か或いは少しく低い．白血球には主として

母体白血球に穎粒状に認められる．

　2）．　Fe　イヒ合物

　生体内における鉄化合物の存在は早くより周

知の所であって，組織化学的には非仮装性並び：

に仮装性鉄化合物に分けられ，証明方法も多数

に存在する（森22），Romeis　23））．私は主として

妊娠後染期の胎盤7例に：Perls氏法（非仮装機

業），：Brom瓦斯前処置＋Perls氏法（仮装性

鉄）を行った．然るに実験成績は再三反覆し，

操作過程にも注意し，又家兎肝臓切片をも比較

対照に用いたが，全細胞に全く陰性の結果を得

た．HofballerによればSyn．　Z．暦及びそれに

接する絨毛闇討中には，：Fe反応陽性の顯粒が

存在すると述べられている（Schr6der　24））が実

験方法につV・て：は詳かでない．しかし乍ら：Fe

化合物の存在は勿論否定出来ない所であるか

ら，前述私の用いた方法では，反応陰性程度に

微量であるのかも知れない．従って今後更に一

層鋭敏なる方法を以て精査追及の要を認める．

実験成績の総括並びに考案

　既述の如く人胎盤に各種：物質の組織化学的検

索を行い，その分布並びに妊娠経過との関係等

を襯察し，従来の生化学的方法では企図し得な

い実験成績を得だ．そこで私はヒれら成績に従

来既知の二～三知見を併せ，胎盤の主要組織細

胞におけるヒれら諸物質の意義乃至その機能と

の関聯について以下少しく考察したいと思う．

　1．Syncytium細胞について

　Syn．　z．は絨毛表面を情歌に被覆し，母体血

液に直接して，母胎闇物質代謝における界面膜

をなすものである．他方胎盤の機能に関して

は，既に早くより，軍なる胎見栄養物質の吸牧

通過，乃至代謝産物の排泄のみならす，病原

体，毒物の侵入防止，蛋白質，Hormon等の合

成，分解等複雑なる生物学的機能の存すること

が認められ，色素の選択的通過，琵疫体薬物等

の通過乃至抑制に関しては実験的にも既に立証

されている．而してとれら機能の所在，本態等

については従来の諸知見からは，必ずしも明瞭

でないが，多くの場合その形態的特異性よリヒ

れら諸機能は主としてSyn．　z．乃至絨毛上皮

細胞にあるとされている．然るに私の実験成績

におV・ては，Syn．　Z．にAmino酸を始め各種

物質，特にR．N．A．，　Phosphatase等の濃度高

き所見を得た．とれは本細胞層に輩なる吸牧排

泄作用のみならす，更に各種：高級機能の存在を

考察せしむるに充分であって，その或るものは

更にとれを其体的にも考察立証することが出来

る．

　（1）Amino酸
　検索したAmil〕o酸中主役をなすものは塩基

性Amino酸である．即ちHfstidin，　Argiui11は

何れも濃度高く，：Lysinも恐らくHistidinと平

行的関係にあるものと推定される．勿論ヒれら

塩基性Amino酸は直接胎見栄養i素となり，一

部は本細胞自体の構成要素をなすことは想像に

難くない所であるが，同時にその豊富なる存在

は次の如き意義乃至機能を考察せしめる．

　（a）色素の選択的通過

　胎盤には既述の如く：甲種生体染色色素に対す

る選択的通過性が知られている．これを大別す

ると塩基性色素（Methylenblau，　Neutralrot等）を

通過せしめ，酸性色素（Trypanblau，　Trypanrot

等）を抑制するもののようである．私は廿日鼠

胎盤による追試にお・V・て明らかにNeutra1－rot

（佐口25）氏法）は通過し，Trypan－blau（清野26），

佐藤27））は抑制されるヒとを確認した．従って

Syn．　Z．における塩基性Amino酸の豊富なる

存在は，酸性色素には結合抑制的に，塩基性色

素には反機或いは通過的に作用する結果とも解
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するととが出来る．

　（b）核酸，蛋白質等の合成

　塩：基性Amlno酸と準行してPurln体の増減

することは既に知られている所である．恐らく

両者聞には何らかの密接なる関係が存するもの

であろう．本細胞には塩基性Amlno酸と共に

R．N．　A．も亦豊富に存するととを確め允．従

って本細胞は極めて旺盛なる核蛋白代謝を営む

ものであろう．核蛋白代謝に件って燐酸の転移

（turnover）も亦旺盛なるべきである．本細胞に

は同時に豊：富なるPhosphataseを有するが，そ

れらは燐酸転移に資せられ，就中核酸代謝に重

要なる意義を持つものと解される．，

　（c）　解毒機転乃至庇護作用

　Cystin　u．　Cystein，　MethioDi11の如き含硫

Amino酸の生体における解毒機転，　Cholinr・

Methionin間におけるMethyl基転移，　Methion

よりCystin　u．　Cysteinの生成，或N（はCholin

の抗脂肪肝作用等については既に明らかにされ

ている所である．胎盤におけるCholhユについ

ては，Guggenheim　2s）によれば18mg％（Wrede，

Strack　etc），7～8mg％’（Sjevers），6～’28．2mg％

（Strack，Geissend6虚r）と記載され，他臓器（腎

27コ口％3肺16mg％；脾12mg％）に比しても

可成り濃度が高い．私はヒれを組織化学的に追

試（Reinecke塩法，広瀬2｝，）法）し，所謂Cholin

檬顯粒はSyn．　Zに他細胞より多i数に出現する

成績を得た．従ってCystln　u．　Cystein，　Cholin

等の豊：富なる存在はSyn．　z．暦における解毒

機転を証するに足るものと考えられ，更に後述

のCyto1物質，　Lezithip等と相学って毒物，病

原体等に対する庇護作用にも関与することが容

易に覗われる．

　（2）含水炭素，特に糖類

　血糖は母体血液より多量に撮取されることは

明らかであるが，Syn．　Z．にはG】ykoge11を証

明しない。従って本細胞には血糖よりのGly－

kogen合成はその能力を有しないか，或いはそ

の必要がないのであろう．然るにCyto1物質即

ち糖蛋白体は豊：富にヒれを証明した．ヒれは恐

らく糖質より（AmiDO酸の存在のも一とに），

Glycosamh1乃至　Mucopolysaccharid，　Muco－

protein　等が本細胞内におN（て合成されるヒと

を示すものであろう．而してかかる糖蛋白体は

既知の生理i学的30）解釈より判じて，一つには

R・N・Aに対して増彊的に協力し，他方には前

述の如く本細胞学における庇護作用に与かるも

のと解せられる．

　（3）脂肪類

　胎盤にお・ける脂肪は古くより最も詳細に研究

されている所であって，今日一般にSyn．　Z暦

には脂肪の存在が認められ，その本質は母体血

液より供給された脂肪を使料貯藏したものと解

されて：v・る．しかし乍ら倉地31）は川村・矢崎法

により更に詳細に．検索し，Syn．　z暦における

吸牧性脂肪は，III月胎盤に最も多く，爾後漸減

し末期胎盤においては微量か，或いは陰性とな

ると報告している．ヌ．：Froboese　32）は妊娠末期

にはSyn．　z．に殆んど脂肪の証明されない事

実より，母体血液内の脂肪は本細胞に一時吸牧

貯藏されることなく直ちに管見側に移行するも

のと解釈し，倉地もこれを支持している．

　従って脂肪並びに血糖に対しSyn．　Z．は絨

毛間腔～胎兇血管間の箪なる隔膜をなすもので

あって，大部分の脂肪並びに血糖は容易に本細

胞を通過して母体より胎見側に移行するもので

あろう．との闇にあって，脂肪についてはIII月

頃におや・て最：も野畑貯藏されるととあり，血糖

についてもIv月末頃の胎盤においてSyn．　z．

層直下にあるLang．　Z．に吸牧皆野されるとと

があり得ると解釈される．

　私の実験成績においては，Amhユ。酸は前述

脂肪所見と略ζ一致する．即ちTyrosin，　Histi－

din，　Arginin等はV～VI月に最高を示し，爾

後には漸減する．Cystin　u．Cysteinも亦妊娠後

嗣期には減少を認めた．但しR．N．A．，　D．N．

A・，Phosphataseについては上記と若干様相を

異にし，妊娠末期に至るに従い次第に増彊され

る．従ってとの所見より核蛋白代謝は妊娠初～

中期は勿論末期に至るも，本細胞には旺盛に保
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持される竜のと解される．恐ちくは三見側に必

要とする核蛋白系物質を合成分泌するものであ

ろう．

　（　4　）　　　　I」e乙ithir［

　1・ezithinは：Phosphatidの一種であって，細

胞膜構成に参与し，叉親水性膠1黒化の性質より

蛋白質と膠質性複合体を形成し，細胞における

各種の代謝機構にも重要なる意義を有するもの

とされて：＼（る．他方：Lezithinはその分子中に

ChOli旦を有することより：Lezithi11‡之Cholin聞

の移行関係も容易に考察される．従づて本物質

の存在はSyn．　z．暦における庇護乃至解毒機

転に参与するものと解釈される．

　（5）　CO2－Anhydrase

　CO2－ADhydraseはHenriq　ue（1928）に始ま

り33）Meldrum＆Roughton　34）（1932）により碓i

定された酵素であって，赤血球には多量に存

し，胃粘膜（Davenport），眼球，特に水晶体

（van　Goor）にお・ける存在も明らかにされ，そ

の他膵，肝，脾等にも少量存在するとされてい

る．而して組織細胞におけるCO2＋H20＃

H2CO3に必須の作用を有し，肺胞における

CO2の排泄，胃粘膜の塩酸分泌に重要な意義

を有するヒとが確認されているが，他の臓器組

織中における意義については未だ充分に解明さ

れていない所が多い．而してこれら知見は何れ

も検庄法その他定量測定成績に基くものであ

る．然るに私はとれを組織化学的に検索し既述

の如くSyn．　z．に比較的多量に存することを

整準した．さて胎見内に胎ける代謝産物の大部

分は形態上Syn．　Z．暦を経て排泄されるヒと

は明らかであるが，代謝産物は一般に低分子乃

至易溶性物質であってSyn．　Z．暦通過は容易

と考えられ，CO2の如きも従来は輩なる交流

作用により母体血液に排泄されるとされている

しかし乍ら私の実験成績はSyn．　Z．における

CO2排泄も肺胞におけると同檬酵素的に促進さ

れることを示すものであって，同時に叉塩基性

Amino酸の豊：富なる存在に対し本酵素はpH

調節にも参与するものと考えられる．

　以上実験対象とした諸物質について考察を

したのであるが，勿論これら所見のみを以て

Syn・z・の有する諸機能を解明するととは不

可能である．しかし乍ら本細胞の有する高度複

雑且つ積極旺盛なる機能の一端並びにその所在

を覗うには充分であろう．

　次にSyn．　Z．における妊娠経過と各種物質の

濃度との関係であるが，Tyrosinを始めAmino

酸並びにCytol物質は妊娠V～VI月において：

最高を示し爾後には減少を見る．然るにR．N．

A．，D．N．A．並びに酵素類は末期に至るに従

いむしろ漸増を見る．他方組織学的には，本細

胞暦には妊娠末期に層径減少，不同，染色性低

下，核の変形，滑茸部出現等が現われ，BUr－

stenbesatzも高さを減じ次第に浩失するとされ

ている．従ってAlnino酸，　Cytol物質等の所

見は一見組織学的知見と一致するようである

が，R．N．A．，酵素等の所見よりは本細胞の機

能低下は認め難く，Amino酸，　Cytol物質等の

妊娠後牛期逓減の意義については更に改めて追

及したいと思う．

　なおSyncytial－KnospeにはCytin，　Cytol物

質，R・：N．A・，D．：N．A，　Rhosphataseの濃度が

一般Syn．　Z．暦より高い．　Grosser　35）はSy11－

Kllospe　に重：雨意i義を認めていなV・が，　Stieve

10），楠元11）等は絨毛の分枝増生に意義あると主

張し，楠元はII～III月胎盤に最：も多数であると

報告している．私の実験成績よりは該部におけ

る機能旺盛或いは分裂増生の可能性が覗われ，

Stieve，楠元等の見解を支持することが出来る・

　II．：Lallghans氏細胞並びにTrophoblast細

　　　胞について

　Langhans氏糸田月包

　大型円形梢ヒ淡明な胞体を有し，核は染色質

に富む細胞であって，胎盤完成期後は次第に変

性消失し，妊娠末期には通常認められない．機

能についてはSアn．Z．形成の外に書置酵素，

Hormon産生が推定され，最：近においても

Pearse　26）（1948）は胎盤の向性腺Hormonの産

生母地を本細胞に想定せんとしている．私の
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実験成績においては妊娠初期よりIV月頃迄は

Amino酸，　Cytol物質は比較的濃度高く，Syn．

Z．と大差なき程度であるが，R．N．A．，　D．：N．

A．は：梢ζ低く，CO2－Anhydrase，　phosphatase

は陰性或いは痕跡に過ぎない．ヒれに反しGly－

kogenは妊娠前時期特に初期の本細胞に豊富で

ある．従ってとれら所見並びに妊娠後牛期に再

調する事実より：Lang∫Z・にはSyD．　Z．にお

けるが如き高度複雑なる機能は認め難く，本細

胞における諸物質は主としてSyn．　z．形成の

資源に供せられ，一部は自体の構成要素をなす

ものと考えられ，妊娠初期の豊富なるGlykogen

も旺盛なるSyn．　z．形成，絨毛増生に供せら

れるもの［と解される．Pearseは本細胞にMuco－

proteinとしてbrlght　redの頴粒出現を認め，脳

下垂体前葉の向性腺HormonがMucoprotein

とされる所より～二のものも向性腺Hormonで

あろ．うとしているが，：Pearseの実験方法37）は

Cyto1物質における大原氏法と同一原理に基く

ものであって，被可検物質は本来軍一物でなく

且つ私のCytol物質としての実験成績より見

るも，’G】ykogen国営を充分に鑑i別除外する要

あり，同氏の見解は直ちに肯定するとと困難で

ある．

　Trophoblast細胞

　本細胞は本来：Lang．　Z．乃至Syn．　Z．の前

郵程であって，胎盤基底部のみならす初期胎盤

では絨毛間腔に島1伏乃至柱欣に出現する．組織

学的には：Lang．　Z．と略ヒ『二行し，妊娠初期

よりVI月頃迄は活濃に増生し，基底板中にお

いてはDecid．　Z．に直接し，叉母体血管，子

宮粘膜腺にも侵入増生し，妊娠末期においては

子宮粘膜緻密暦の深部，海綿暦に一部増生が見

られるが，一般には後早期退行変性，壌死が著

明である．襟細胞の機能については今日なお充

分に解明されなV・所が多いようであるが，要約

すれば受精卵の着床時より母体側組織に直接

し，その旺盛なる侵蝕性増殖により子宮粘膜に

侵入し，絨毛聞腔の拡大，絨毛増生，胎盤の附

着強化等を営むものとされている．その侵蝕性

増殖は本細胞系の腫瘍化と認められている悪性

脈絡膜上皮腫の特異性によっても充分に干われ

る所である．

　私の実験成績ではAmino酸，　Cyto1物質は7

£ang．　Z．におけると同様妊娠野牛期に比較的

濃度高く，基底板中の健常形態を有する細胞集

団部位にはR・：N・A・，D・N・：A・・Phosp単atase

も濃度が高い．一基絶板申には妊娠末期にもか

かる部位が存在する，CO2－Anhydrassも少量に

証明され，Glykogenは前野期には何れの部位

のTroph．　Z．にも証明され，基底板野1には末

期にもなお多：量に含：有するものを認めた．従っ

てこれら所見よりTroph．　Z．特に基底板乃至

子宮粘膜内のそれには，活平なる分裂増生と同

時にSyn・Z．におV・て考察したような積極的

機能も或る程度存在するこ．とが推定される．

　III．　Fibrinoid物質：に，つV・て

　Fibrinoid物質は基底板，絨毛間腔及び表面

等至る所に出現し，妊娠末期に至る程著明であ

る，本来このものは母体血液に由来するFibrin

のみならす・Sy’n．　Z．，Troph．　Z．，Decid．　Z．．，

等のi変性崩壌産物より成ると考えられ，Hyalin

～：Fibrinmasseとも称せられてV・る．　その化学i

的性質は今日なお未詳の所多く，叉胎盤におけ

る意義につ熔ても従来殆んど解読されてV・ない

ようであるが，形態的には主として母胎両者闇

の結合張化に関与するものと観察され，罷る場

合には軍なる分解変性物に過ぎないと考えら

れる．然るに私の実験成績では，Fibr．　M．に

Arnino酸，　Cytol物質，1⊃ezith｛nは常に最高濃

度を示し，且つ妊娠末期に至る程増加する．

Glykogen，　COジAnhydrase，　R．N．A．，D．：N．A、

は陰1生であるが，Phosphataseは出現形態に特徴

を有し少しく陽1生であった．：Fibrinの如き繊維

ナ伏蛋白質にはその　Polypeptid結合中に各・種：

Amino酸を多量に有するヒとは既に明らかに

されている所である．従ってこれらの変性分解

過程において，Amino酸特有の結合i基を露出

し，：或N（はAmino酸として遊離し妊娠末期に

至る程その度を増し，著明なる反応を呈するの
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ではないかと考察される．他方隣接細胞におけ

るAmino酸その他物質の豊：富なる存在は血

液，Syn．　Z．，Tfoph．　Z．等の所見より明らか

であるから，これら諸細胞よりの由来も容易に

首肯される．：Phosphataseの出現も同様に上記

諸細胞よりの遊離残存とするのが最：も興野であ

ろう。かくの如くFibr．　M．にはAmillo酸等

一部物質は頗る豊富であるが，その形態的所見

並び：にR．：N．Aを全く欠く点等よりSyn．　Z．

におけるが如き積極的な合成分解機能は最：早や

考えられない．但し基底板においては箪なる母

胎間の結合強化のみならす，有毒物質乃至病原

体の侵入防止には相当の関聯を考察することが

出来る．Phosphataseの如きも同様に高級な分

解合成関与は考えられないが，Robison　38）の化

骨機転説より本物質における自然の石馬沈着に

何らかの関係を有するヒとが考察される．

　IV．羊膜上皮細胞について

　組織学的には本細胞は妊娠末期に至るに従い

円柱形となり，核は表在性となり，胞体内には

国粋，室耳鼻が認められる．近来この細胞には

三種の分泌乃至吸牧作用の存在が論義されてい

る．しかし乍ら私の実験成績では主とし妊娠後

牟期の材料であったが，一般に検索した諸物質

は濃度が低い．CO2－ADhγdraseは微量に認めら

れたが，Phosphataseは陰性であった。

　従って上記所見より本上皮細胞にはあまり旺

盛高度の機能は考察し得ない．CO2－Al〕hydrase

の存在は赤血球或いはSyn．　Z．の如く直接直

結

　妊娠各月の人胎盤30余例について，Tyrosin，

Arginh1，　H：istidln，　Cystin　u．　Cyste五n，　Trypto－

phan，　Cytol物質：，　Glykogen，　Ribo核酸，

Desoxyribo；核酸，　：Lezithin，　CO2－Anhydrase，

：Phosphatase，　Ca一，　Fe化合物等を組織化学的

に検索し，これに既知の二～三知見を合せて胎

盤の各種：組織細胞の機能並び：に諸物質の意義を

考察して次の如き結果を得た．

　1）胎盤の有する諸機能，特に代謝，防禦，

吸作用に関与するよりもむしろ羊水のpH：保持

等に何らかの関係を有するのではないかと考え

られる．

　V．絨毛間質，並びに所見血管，血球につい

　　て
　絨毛間質には検索した諸物質は一般に最：も濃

度低く酵素類は陰性であった．逸見血管壁には

Amino酸，　Cyto1物質，　R．N．A．，　D．N．A・は

比較的濃度高くAlk－phosphataseは少量に認め

られた．赤血球には著明なる特異性が見られ，

Histldin，：Lezithin，　CO2－Anhydraseは最高濃度

を示している．白血球にはAmino酸は識別不

能であったが，Cyto1物質，　Glykogen，　R・N・

A．，D．N．A．は梢く濃度高く，．Alk－phosph．も

少量に証明される．絨毛間質には組織学的に妊

娠初期Hofbauer氏細胞の存在が記載され，絨

毛上皮側と申心部との密度，毛細血管分布等の

差異についても可成り詳細な記載が見られる

が，上記所見より本組織には特記すべき高度の

機能は考察出来ない．

　血管壁，血球については，或種，特に濃厚な

る物質について何らかの意義が推定されるが，

これらに関しては今後更に他臓器における所見

を比較検討する要を認める．なお，これら組織

細胞には妊娠経過と共に各種物質の分布は漸増

する．特にCystin　u．　Cystein，　Cyto1物質的；は：

著明であったが，これらは何れも細胞組織の彊

因，緻密化によるものと解せられる．

論

解毒等の高級複：雑なるものは，Syncytium細胞

暦に存するヒとを明らかにし，その一部を具体

的に立証した．CO2の如きもCO2－AIlhydrase

の存在により酵素的に促進されることを明らか

にし：た．

　2）：Langhans氏細胞には妊娠初期以外にはあ

まり高度複雑なる機能は認められ：なV・．

　3）Trophoblast細胞には妊娠初期に賜る程度

Syn．　Z．に近い諸機能が認められる．叉母体

【100】
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組織に接する部位ではその旺盛なる侵蝕性増殖

を証するに足るような成績を得た．

　4）：Fibrinoid物質，胎見血球，血管並びに絨

毛間質等；には特記すべき高級：複雑なる機能は認

め難い．

　稿を終るに当り，御懇切なる御指導，御校閲を辱う

した石川教授，並びに実験方法，文献につき常に御教

示を賜わった大原助教授，倉田学士に満腔の感謝を捧

げる．
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